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ではないかと期待されている (Tsurumi et al., 2014)。ギャンブル障害の灰白
質体積変化に関する先行研究はいくつか存在するが、結果は一致せず一定の見
解はいまだ得られていない。一方ギャンブル障害は、行動経済学分野における
プロスペクト理論 (Kahneman & Tversky, 1979)の中核概念の一つである損失回
避性の観点から損失回避性の極端に高い群と低い群の二群に分かれ、サブタイ











たが、ギャンブル障害は損失回避係数の低い群 23 名、中程度の群 0 名、高い群
13 名と両極端に偏った分布を示したのに対して、健常者は損失回避係数の低い































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年 ４月２０日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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